
事例８ 学級活動（３）一人一人のキャリア形成と自己実現 

｢ウ 主体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用｣の事例 

〇学年   第４学年 

〇主な内容 学校図書館の効果的な活用や日常の読書指導との関連に関する指導 

〇事例のポイント 

 ①学びを深める場として、学校図書館を活用した授業展開となるよう工夫する。 

②国語科の本の分類についての学習を生かして意思決定できるよう授業を展開する。 

③実践の振り返りと共に、目標の修正や互いの努力を認め合う時間を設定する。 

 

 

ＩＣＴ活用の利点 

①視覚に訴える情報を提示することで、児童の題材や実践への関心を高めることができる。 

②児童の思いや考えが同時に共有できる。 

③一人一人の活動状況や進捗状況を教師、児童同士がいつでも閲覧、確認できる。 

  

１ 題材 ｢本で広がるわたしの世界｣ 

 

２ 児童の実態と題材設定の理由 

  本学級の児童は進んで本を手に取り、読書を楽しんでいる様子が見られる。本校で週一回、朝

読書（本に親しむ時間）を設定していることや、全学級で読書記録の推進に取り組んでいること

もあり、どの児童にも一定の読書量は確保されている。一方で、興味のある本ばかりを読む児童

が多く、特定の分野以外の本に手を伸ばそうとする姿があまり見られない。 

  本題材は活動内容（３）「ウ 主体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用」に関わる題材で

あり、本校の年間指導計画に第４学年に位置付けられている題材である。様々な情報が得られ、

自主的な学習を深める場としての学校図書館の効果的な活用や、日常の読書活動の充実にもつな

がるものである。また、小学校学習指導要領（平成 29年告示）第１節国語第３学年及び第４学年

の内容において、｢幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つことに気

付くこと｣との記載がある。 

  指導にあたっては、上記の国語科の内容との有機的な関連を図ったり、実際に学校図書館の仕

組みの理解や利用の仕方に関する実践的な活動を行ったりするなど教科横断的な学習を展開す

る。本校で毎年１０月に設定している読書月間に向けた様々な活動に合わせて本題材の授業を位

置付け、互いの読んでいる本、興味のある本について伝え合うこと、分類ごとの本のよさや魅力、

必要な情報が得られる有用性等に触れることで、多様な本を読むことへの意欲を高め、これまで

とは違った本に出会う機会としたい。 

 

３ 第３学年及び第４学年の評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

希望や目標をもつこと、働く

ことや学ぶことの意義を理解

し、将来への見通しをもち、自

己実現を図るために必要な知

識や行動の仕方を身に付けて

いる。 

希望や目標をもつこと、働

くことや学ぶことについて、

よりよく生活するための課題

に気付き、解決方法などにつ

いて話し合い、自分に合った

解決方法を意思決定して実践

している。 

現在および将来にわたってよ

りよく生きるために、見通しを

もったり振り返ったりしなが

ら、自己のよさを生かし、他者と

協働して、自己実現に向けて意

欲的に行動しようとしている。 

ＩＣＴを活用した主な学習場面 

・アンケート結果を提示する場面 

・児童の考えを共有する場面 

・実践後の振り返りの場面 



 

児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】（評価方法） 

・アンケートと共に、自身の読

書記録を参考に、自分がよく

読む本の種類を見直してみ

る活動を通して、自分が読む

本の傾向をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・読んでいる本の種類が複数あ

ることや、あまり読んでいな

い種類の本があることに気

付けるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アンケートソフトである

Google forms を使って児童

が回答する際に、分類ごとの

本のイメージがもてるよう、

回答欄に写真を添える工夫

も考えられる。 

◎これまでの読書活動を振り

返り、自身の図書館活用の在

り方について考えようとし

ている。【態】（アンケート） 

 

５ 本時のねらい 

   いろいろな種類の本の魅力に触れ、多様な読書経験を豊かにしようとする態度を育てる。 

 

６ 展開 

段

階 
児童の活動 

指導上の留意点 

  資料 

◎目指す児童の姿 

【観点】 

（評価方法） Ｔ１：担任 Ｔ２:学校司書 

導

入 

 

10 

分 

 

 

１ ＩＣＴを活

用したアンケ

ート結果をも

とに、読書へ

の関心や読ん

でいる本の種

類についての

・授業を学校図

書館で行うこ

とで、すぐに本

が手に取れる

ようにする。 

 

・分類ごとの本

 

 

 

 

 

 

 

・アンケート

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例のポイント① 

学校図書館で授業
を行う。 

ＩＣＴ活用の利点① 

１類の本（例） ７類の本 （例） 

１類の本にはどのような本
があるか、児童に分かるよ
うに、事前に学校司書と相
談して用意しておく。 

各分類の中には、多様な種類
の本があることに気付けるよ
う、幅広いジャンルの本を選
んで写真を撮る。 
（例）７類 
スポーツ、レク、折り紙 

 

 

 

４ 事前の指導 

 



つ

か

む 

クラスの状況

を知る。 

 

 

 

 

 

 

２ 今、読んで

いる本を近く

の人と紹介し

合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学校司書の

ブックトーク

を聞く。 

の数に加え、児

童が知ってい

る本の名前を

挙げることで

イメージがも

てるようにす

る。 

 

・本の紹介の仕

方や伝え合う

内容について

説明する。 

 

 

 

・本の概要に加

えて、読もうと

思ったきっか

けや目的につ

いても触れる

ように声をか

ける。 

 

 

 

・児童のつぶや

きなどから、め

あてにつなが

る児童の気付

きを把握する。 

・ブックトーク

で紹介された

本の場所を示

し、児童が読書

への関心をさ

らに高められ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・取り組むこと

が難しい児

童に、Ｔ１と

共に説明の

支援をした

り、言葉を補

ったりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事前のアンケ

ートから、あ

まり読まれ

ていない種

類の本を把

握しておき、

児童に紹介

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童が借り

ている本 

・紹介の仕方 

 （話型） 

・紹介する本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童に紹介

する本 

・紹介する本

に関わる実

物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎各分類の中でも多

様な本があること

を理解している。 

【知・技】（観察・発

言） 
事例のポイント② 

国語科の本の分類
についての学習を
もとに確認する。 

編 P201 
指導計画作成の
留意事項（３） 

編 P201 
指導計画作成の
留意事項（１） 

 

編 P201 
指導計画作成の
留意事項（４） 

みなさん、普段ホウキはどんなこと
に使っていますか。この本では、ホ
ウキが掃除以外に、どのようなこと
に使われているか紹介しています。
また、ホウキがどのように作られて
いるかも分かりますよ。 

・本の題名 

・借りた理由 

・好きなところ 

学校司書がブックトークをしている様子 

 
 



展

開 

 

25 

分 

 

さ

ぐ

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見

つ

け

る 

４ 本時のめあ

てを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本に触れた

り、活用した

りする方法に

ついて話し合

う。  

 

 

 

 

 

 

 

６ 分類ごとの

本のよさや利

用する目的に

ついてグルー

プ で 話 し 合

い、共同編集

ソフト Google 

スライドにま

とめる。 

 

 

 

 

 

 

・本時のめあて

と学習の流れ

を伝え、児童が

見通しをもて

るようにする。 

 

 

・必要に応じて、

本を手に取る

具体的な場面

を 提 示 し た

り、図書室の

中で注目する

場所を示した

りして、児童

の思考を助け

る。 

 

 

・各グループを

回り、分類ごと

の本のよさを

把握する。事前

にポイントを

まとめておき、

児童から意見

が出ないとき

は、教師から提

示する。 

 

・児童が話して

いる本のよさ

を必要に応じ

て補ったり、言

い換えたりし

て端的にまと

められるよう

支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新刊コーナー

や｢先生のお

すすめの本｣

図書委員作

成の本の紹

介ポスター

などの側に

行き、児童の

気付きを支

援する。 

 

 

・各グループを

回り、児童の

気付きを促す

助 言 をし た

り、共有すべ

き意見をＴ１

に伝えたりす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

 

10 

分 

 

 

７ 個人目標を

意 思 決 定 す

る。 

 

 

 

 

・２、３、５で知

ったり、伝え

合ったりした

内 容 を 参 考

に、自身の知

識や考えを広

げられる意思

・児童たちの意

思決定の内

容を聞き、認

めたり、励ま

したりして、

実践への意

欲を高めら

・学習カード ◎友達の意見や教師
から提示されたこ
とをもとに、幅広く
読書することにつ
いて考え、どのよう
な本を読もうか具
体的な目標を考え
ている。 

【思・判・表】 

いろいろな本のよさを知り、読んだことのない本を手に取ろう。 

編 P201 
指導計画作成の
留意事項（２） 

ＩＣＴ活用の利点② 
 

あっちに５類の本棚があった
よ。SDGｓのことを分かりや
すく紹介している本があって、
楽しく学べそうだよ。 

先生おすすめの 
本コーナー 

実際のスライドでは、1 類の本の写真を掲載した。 

事例のポイント

③ 

実際に本が置か
れている場所を
回ったり、互い
の読書経験につ
いて交流したり
する。 



決

め

る 

 

 

 

 

８ 決めた個人

目標を隣同士

で伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

９ 教師の話を

聞く。 

 

決定となるよ

う助言する。 

 

 

・友達の宣言に

対し、励ましや

称賛の言葉を

伝え、互いに励

まし合って実

践していける

よう助言する。 

 

 

 

・数名を指名し

て全体で発表

する時間を取

り、実践への期

待感を伝えた

り、努力しよう

とする姿勢の

価値付けをし

たりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れるように

する。 

 

 

・Ｔ１と同様に

児 童へ 助言

し、なるべく

多くの児童が

友達に前向き

な言葉で伝え

るように支援

する。 

 

 

・児童と一緒に

拍手を送っ

たり、笑顔で

見守ったり

して、温かい

雰囲気で終

われるよう

にする。 

 

 

 

（ワークシート・観
察） 

 

読書は好きですか。 

あなたがよく読むの

はどの種類の本です

か。 

 

板書の例 

教師が押さえたい内容につい
ては事前に例を考えておいた
り、短冊に書いたりするなど
して用意をしておくことで、
児童から意見が出ない場合に
教師から提示することができ
るようにした。 

アンケート結果を大型モニター
に映して提示する場合、画面が
切り替わっても児童が見られる
ように、印刷したものも用意し
ておき、掲示した。 

本を読む速さや読書の習慣、興味のあ
る本の種類など、多様な児童の実態に
応じて、自分に合った目標が設定でき
るよう、読書の量や機会について選択
肢を提示するとようにした。 

｢８類の本を５０ページ以上読ん
でみる｣って目標は、色々な本を少
しずつ読んだり、１冊の本を長く
読んだりできそうでいいね。僕は
５種類以上の本を読むことに挑戦
しようと思うよ。お互い頑張ろう。 

いろいろな本のよさを知り、読んだことのない本を手に取ろう 



７ 事後の指導 

児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】（評価方法） 

・自分で決めた目標に４週

間取り組む。 

・帰りの会や読書の時間で

定期的に振り返ったり、目

標を修正したりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・取組期間中に読んだ本や、

友達の読書記録で気にな

った本を紹介し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自身の取組について振り

返る。 

・振り返りの時間に、児童同士  

で実践の様子を伝え合ったり、

励まし合ったりする場を設ける

ことで、意欲を継続して実践で

きるようにする。 

 

・共同編集ソフト Google スプレ

ッドシートを活用し、読んでい

る本や感想を児童同士が共有す

ることで、刺激を受けたり、参

考にしたりする機会となるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業の内容について家庭にも知

らせ、児童を励ましたり、取組

の様子を称賛したりするなどの

協力を依頼することも考えられ

る。 

 

◎幅広く読書をすることで、

本のよさや楽しさがより多

く感じられることを理解

し、実践しようとしている。 

【態】 

（観察、ワークシート） 

 

 

 

 

ＩＣＴ活用の利点③ 

事例のポイント③ 

互いの実践を認め合うこと
で、目標の達成だけでな
く、努力することのよさも
実感できるようにする。 

５類には、お菓子とか、折
り紙の作り方が分かる本
もあるみたいで、今度この
本を借りて作ってみよう
と思いました。 

私が読んでよかったの
はこの本です。これは１
類の本で、自分の心につ
いて深く考えられるし、
元気が出るんですよ。 

共同編集機能を使うため、 
自分が入力した本の題名や感
想を他の人が編集できないよ
うに保護する方法を事前に指
導しておく。 

振り返りや伝え合いをする場
について、教師が予定を伝え
ておくことで、児童も見通し
をもって取り組むことができ
る。例えば、事前に紹介し合う
内容や、期日を予告しておくこ
とで児童が余裕をもって準備
できる。また、朝の会、帰りの
会や給食後の時間等の短い時
間でも伝え合いができるよう
になる。 

身近に Wi⁻Fi がないとビデオ電話や電話ができなくなってしまう 



８ 学習カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決の方法については、まず個人で自分なりに考える時間を取ってから話し合えるようにした。 

１週ごとに振り返りを
する際、取組や達成の状
況を踏まえ、目標を見直
して修正したり、新たな
目標を設定したりする
ことが考えられる。目標
の修正や設定には、教師
が積極的に関わり、支
援、助言できるとよい。 

目標の達成状況などの結果だけでなく、努力できたことや活動の過程で気付いたこと、感じたことなどを書くよう
に促すとよい。また、学習カードを教室に掲示して互いに見られるようにしたり、教師が紹介したりすること、家
族に見てもらい、励ましの言葉をもらうことなどの工夫も考えられる。これらのことを通して、次への実践意欲や
児童の自己効力感の高まりにつながることが期待できる。 



９ 指導上の留意点 

 〇学校図書館の以下のような機能を踏まえた学習活動になるよう留意した。 

・児童の読書活動や児童への読書指導の場である「読書センター」 

・児童の学習活動の支援や、授業の内容を豊かにしてその理解を深める「学習センター」 

・児童や教職員の情報ニーズに対応したり児童の情報の収集・選択・活用能力を育成したり  

する「情報センター」 

〇多様な児童の実態を考慮し、視界に入る情報が少ない教室で行うことも考えられる。 

〇ティームティーチングを取り入れる授業を展開するにあたっては、事前にＴ２となる学校司書

と十分な打合せを行った。打合せの内容としては、読む本の傾向などの児童の実態についての

共通理解、各学習活動における互いの役割分担、板書計画やワークシートについてである。 

〇｢今まで読むことの少なかった種類の本を読むようになった｣や｢新しい種類の本と出会う楽し

さを知った｣等の児童の姿が見られた時、決めた目標の達成に向けて努力する姿勢や、児童のよ

さを価値付けると共に、実践への意欲を継続できるようにする。 

〇３観点全てを１時間の中で評価することは困難であることから、学習過程の中で重点化して見

取るようにすることが大切である。本実践における話合いの時間では、「知識・技能」、「思考力・

判断力・表現力」に重点を置いて評価をしている。事前から事後の一連の活動の中で全ての観

点を評価するようにしている。 

 


